
（様式　５－１） 地域重点施策推進事業事後評価調書（令和２年度実施分） 地域振興局名 北秋田地域振興局

（地域施策推進事業）

事業名 部名 部長名 担当課
担当班

名
電話番号 事業目的・必要性

事業費
（円）

事業実施状況 事業実施主体
事　業
対象者

事業決定月日
（部局長会議等）
及び評価確定日

事業効果
（成果・満足度）

自己評価

令和2年4月1日

令和3年5月20日

令和2年4月1日

令和3年5月20日

令和2年4月1日

令和3年5月20日

・地元企業との直接的なふれあ
いができない中ではあったが、
ふるさとへの愛着心を育むきっ
かけとなった。
・中学生が夏休み以降に行う職
場体験に繋げるという意味で、
今後も夏休み前に開催する。中
学生に対しては、まずは地元企
業を知ってもらうという機会では
あるが、就職に対する意識づけ
にもつなげていきたい。

次代の大館・北秋田地域を担っ
ていく子どもたちに、地元の優
れた企業や仕事を紹介し、ふる
さとへの愛着心を醸成し、今後
の進路選択の幅を広げてもら
い、地元定着を促進する。

96,000

新型コロナウイルス感染症感染
防止のため、大館会場、北秋田
会場ともに開催を中止した。た
だし、お仕事博覧会に参加予定
の事業所の情報を集めた「企業
ＰＲシート集」は作成し、参加予
定生徒に対して配布した。

県
中学生及
びその保
護者

企業ＰＲシート集を基に学習し
た生徒674人のうち約9割が「勉
強になった」とアンケートに回答
している。また、約6割が「地元
企業の仕事や職業の種類を詳
しく知ることができた」と回答し
た。

県、北秋田建設
業協会

①②管内
の技術系
高校の生
徒
③小学生
④小中学
生、保護
者等

①②管内の技術系高校の生徒
・参加した高校生へのアンケー
トでは、「建設業は地域の経済
発展に重要な役割を果たしてい
ると思う」が9割を超えた。

③小学生
・「建設機械は運転席が高くて
操縦が楽しかった」「建設業は
大変そうだけど興味がでてき
た」との意見があった。

④小中学生、保護者等
・「測量で長さを測る仕組みが
分かり興味が湧いた」「将来は
県内で働きたいと思っているの
で、建設業も検討してみたい」と
の意見があった。

・建設業の魅力に直接触れるこ
とで、地元企業への理解と関心
が深まったと感じる。
・小学生については、コンクリー
ト打設体験、重機操作体験、歩
測による測量体験とすべてが
自分で何かを行う内容であった
ため、子供達の反応は良く、建
設業へ興味を持ってもらうこと
への一定の効果があったものと
思われる。

中学生向け企業博覧会
総務企画
部

土門　啓
介

地域企画
課

企画・観光
振興班

0186-62-
1251

・人材獲得スキルアップセミ
ナーは実施できなかったが、保
護者向けの県内就職普及啓発
事業は今後も継続したい。ま
た、地元就職率の向上、人口流
出の抑制はいずれも喫緊の課
題であり、継続的な取組が必要
である。今後も高校2年生を対
象に、積極的に働きかけていき
たい。

若者の地元定着支援事業
（建設部）

建設部
工藤　利
一

企画・建設
課

企画監理
班

0186-62-
3111

地元高校生（土木・建築系）、小
中学生や保護者を対象とした現
場見学会等を実施し、社会基盤
の整備を担う建設業への理解
と関心を深めてもらうことによ
り、地元企業への若年者就職
の契機とする。

245,700

①建設業現場見学会
・秋田北鷹高校
　令和2年10月20日
　参加者19名
・大館桂桜高校
　令和2年11月6日
　参加者35名
②出前説明会
・秋田北鷹高校
　令和3年2月3日
　参加者23名
・大館桂桜高校
　令和3年2月15日
　参加者34名
③建設出前講座
・鷹巣小学校
　令和2年10月15日
　参加者66名
④小中学生現場見学会
・女子優先！現場見学会
　令和2年8月7日
　参加者41名

管内の中小企業は人手不足感
が強まっており、高校生の管内
企業への理解と関心を高めるこ
とにより地元就職率の向上と人
口流出の抑制を図る。

106,000

①人材獲得スキルアップセミ
ナーは、新型コロナウイルス感
染症感染防止のため中止した。
②企業説明会
・大館市文化会館及び大館市
立中央公民館
　令和3年2月3日
　参加者：生徒589人
・秋田北鷹高校
　令和3年2月15日
　参加者：生徒125人
③保護者向け県内就職普及・
啓発事業
・大館国際情報学院高校
　令和2年10月10日
　参加者：生徒70人、保護者30
人

県

①管内事
業所
②管内の
高校生
③管内の
高校生と
保護者

②参加者474人のうち約8割が、
企業説明会に参加したことで、
「進路を考える上での参考に
なった」と回答した。また、企業
説明会に参加したことにより、
県外就職希望者のうち、3割程
度が「県内への就職も考えてみ
る」と回答するなど、若者の地
元定着については一定の効果
を発揮した。
③1校のみであったが高校2年
生の就職・専門学校進学希望
者70人と保護者30人に対して、
県内就職啓発についての講演
と地元企業の紹介を行った。生
徒からは地元企業への就職希
望を前提とした質問がいくつか
出された。

※管内の県内就職率
　　令和3年3月末現在　76.1％
　　　　　　　（昨年比　10.9％増）

若者の地元定着支援事業
（総務企画部）

総務企画
部

土門　啓
介

地域企画
課

企画・観光
振興班

0186-62-
1251
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事業名 部名 部長名 担当課
担当班

名
電話番号 事業目的・必要性

事業費
（円）

事業実施状況 事業実施主体
事　業
対象者

事業決定月日
（部局長会議等）
及び評価確定日

事業効果
（成果・満足度）

自己評価

令和2年4月1日

令和3年5月20日

令和2年4月1日

令和3年5月20日

・学習会を通じ、動物愛護や、ク
マをはじめ管内に生息する野生
動物の生態などを学んでもら
い、阿仁熊牧場を「校外学習の
場」として今後も利用したいとの
評価を得た。社会教育施設とし
ての活用は動物園本来の目的
とも合致している。

・内陸線を利用するので、学校
側からは普段自動車で移動す
る子供たちが公共交通を利用
する貴重な機会になっていると
の評価を得ている。秋田内陸線
の利活用にもつながる。

・継続して実施することで周知
が進み、管内の学校には毎年
行っている事業と認識されつつ
ある。参加が認められれば学校
行事として組み入れたいと前年
度から計画している学校もあ
る。アンケートを参考に内容を
工夫しつつ、学校側から要望が
ある間は事業の継続が必要。

クマとのふれあいを通じて子ど
も達に野生生物の生態や動物
愛護の精神を学んでもらう。ま
た、「学習の場」としての熊牧場
の利活用促進を図る。

176,795

動物といのちの学習会の開催。
3校計96名が参加。
 ・9月1日
合川小学校（参加者65名）
・9月8日
前田小学校（参加者10名）
・ 9月18日
綴子小学校（参加者21名)

合川小学校は県動物愛護セン
ター職員による「命を大切にす
る心をはぐくむ教室」を同時開
催。

県
管内の小
学生

3校の教諭に対しアンケートを
実施。

・生徒たちが楽しんでいた。（3
校）

・身近な動物の生態を知る良い
機会だった（3校）

・校外学習として適切だった（2
校）

・自由記載欄では3校とも「良
かった」と高評価。

参加した子供の感想では、くま
くま園にまた行きたいとの感想
が目立った。

県

伊勢堂岱
遺跡ジュニ
アボラン
ティアガイ
ド

（参加中学生）
・参加した中学生へのアンケー
トでは、英語でのコミュニケー
ションに対する自信の変化につ
いて、「大いに自信が増した」ま
たは「やや自信が増した」で
100％となり、感想・意見として
も、「英語を話すことに自信が持
てたので良かった」というものが
聞かれた。
（参加高校生）
・参加した高校生へのアンケー
トでは、「英語の力と対応力が
身につくためまたガイド体験が
あれば良い」「中学生サポートを
通して学ぶことがたくさんあり貴
重な体験だった」という意見が
聞かれた。

※今回ＪＶＧが作成した英訳を
１冊のリーフレットにまとめ、100
部製本した。今後のＪＶＧ用の
教材及び縄文館への外国人来
館者用ガイドブックとして活用す
る。

・伊勢堂岱遺跡ジュニアボラン
ティアガイドの英語対応への自
信の向上が見られた。

・中学生及び高校生が、外国人
を相手に外国語を使って地域
資源について発信するという機
会は貴重なものであり、参加
者、教育委員会及び遺跡関係
者に好評であった。

・プログラム内容を踏まえると2
日間では短いという意見がＡＬＴ
や遺跡関係者から挙がったた
め、日数を伸ばしてより実践向
けの英語ガイドをできるように
する必要がある。

動物を通じた「いのち」を
大切にする事業

鷹巣阿仁
福祉環境
部

相澤　寛
環境指導
課

環境・食品
衛生班

0186-62-
1167

世界遺産（候補）ガイドの
外国語対応サポート事業

総務企画
部

土門　啓
介

地域企画
課

企画・観光
振興班

0186-62-
1251

令和2年1月、本県の伊勢堂岱
遺跡や大湯環状列石を含む
「北海道・北東北の縄文遺跡
群」がユネスコの世界文化遺産
に推薦されたことを受け、今後
県内外だけではなく、海外から
の観光客も増えることが予測さ
れる。
そのため、現在日本語でガイド
を行う伊勢堂岱遺跡ジュニアボ
ランティアが、外国人観光客に
遺跡の魅力を英語で伝えるサ
ポートを行うことを通じて、外国
語対応の一助とするほか、地元
に対する誇りや愛着心を醸成
することを目指す。

201,617

伊勢堂岱ジュニアボランティア
ガイド（ＪＶＧ）を対象に、遺跡
（縄文館）の英語ガイド体験プロ
グラムを、英会話教室経営者に
委託して実施した。
・開催日及び内容
令和2年8月16日：コムコムでガ
イド用のスクリプトを作成
令和2年8月17日：伊勢堂岱縄
文館でＡＬＴを相手に英語ガイド
を実践
・参加者
　ＪＶＧ　中学生4名、高校生3名
計7名
・スタッフ
講師：Ｅｎ－Ｌｉｎｋ 三浦美由紀氏
管内ＡＬＴ（1日目）3名、（2日目）
6名
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事業名 部名 部長名 担当課
担当班

名
電話番号 事業目的・必要性

事業費
（円）

事業実施状況 事業実施主体
事　業
対象者

事業決定月日
（部局長会議等）
及び評価確定日

事業効果
（成果・満足度）

自己評価

令和2年4月1日

令和3年5月20日

令和2年4月1日

令和3年5月20日

令和2年4月1日

令和3年5月20日

令和2年4月1日

令和3年5月20日

・当初、想定したよりも産地の期
待が高く、2年目の試験実証が
極めて重要である。農業試験場
とも連携して進めたい。
・試験結果、ヒアリングの結果を
踏まえ、資料を作成し、産地見
学会の実施を図っていきたい。

当管内の大館市比内地区は、
全国唯一の「とんぶり」産地で
あるが、その生産者は数年前
から10名を下まわり、存続が危
ぶまれている。生産上の課題を
解決し、既栽培者の面積増や
新規作付者の増加を図る必要
がある。

79,344

①除草剤試験に係る展示ほの
設置
　2ヶ年のうちの初年目の展示
を実施　試験結果は良好
②指導用資料作成や技術啓発
に向けた取り組み
　指導用資料作成に向けた農
家ヒアリングの実施　2回

県 農業者

①除草剤試験は、初年目の結
果は良好で、近隣農家も効果を
実感している。生産上の課題で
ある定植時の手どり除草の労
力削減につながると期待されて
いる。
②指導用資料としてマニュアル
や経営指標、作付推進パンフ
レットの作成のためのヒアリン
グを実施し、令和3年度からの
啓発活動実施に繋げることがで
きた。

県
フランス料
理シェフ

・あきたシャポンの強み及び改
善点を把握できた。
・また、飼養する際の数量を調
査したことで、具体的な生産の
目安が把握された。

・フランス料理のシェフに対し、
直接PRを図り、認知度を向上さ
せることができた。
・食材の強みの他に改善点も把
握できたため、意見を生産者に
フィードバックし商品力の向上
に向けた取組の指針とすること
ができた。

「とんぶり」産地復活事業 農林部
齊藤　英
樹

農業振興
普及課

産地・普及
班

0186-62-
1835

・予防剤を中心とし、治療剤を
温存することが可能な防除体系
を確立でき、病気の発生が多い
年でも病気を抑えられる可能性
があることが示唆された。

・ハウス半促成栽培に関するマ
ニュアルを作成したことにより、
興味を持った生産者に対する
情報提供がスムーズになった。

あきたシャポン販売支援
事業

農林部
齊藤　英
樹

農業振興
普及課

産地・普及
班

0186-62-
1835

首都圏（大阪）で開催されるフラ
ンス料理コンクールや勉強会に
食材サンプルとしてシャポンを
提供し、参加者であるフランス
料理人へのＰＲを図る。

172,440

新型コロナウイルス感染症の蔓
延により、集合しての研修会等
の開催が自粛されたため、日本
エスコフィエ協会から推薦され
た料理人に対し、あきたシャポ
ンを発送し、食材としての評価
をいただいた。

茎枯病は、アスパラガスの栽培
で最も被害が大きい病害で、多
発すると収量が激減するほか、
翌年の収量にも影響を与え、営
農が困難となる。そのため、茎
枯病の対策は喫緊の課題と
なっている。
茎枯病の対策として、予防剤を
中心とした防除方法を現地で検
討するほか、ハウス半促成栽
培の新規生産者向け栽培マ
ニュアルを作成・配布し、アスパ
ラガス産地のさらなる発展の資
とする。

35,132

①アスパラガス茎枯病に対する
防除試験
②ハウス半促成栽培の新規取
組者向け栽培マニュアルを使っ
た新規生産者の掘り起こし

県
アスパラガ
ス生産者

（事業実施生産者）
「病気の多い年であったが、病
気が抑えられており、試験の効
果を実感できた」といった意見
があった。

県 農業者

①ウイルスフリー化は、増殖速
度は遅いが、着実に目処がつ
きつつある。
②また、土壌の診断によりイモ
グサレセンチュウの陰性を確認
した上で作付けすることが出来
た。
③栽培技術情報や販売関連情
報の提供で技術交流や販売活
動の活性化につながった。
④栽培実証ほの成果は基本的
な栽培技術の普及となった。

・県立大学と連携が強化され
た。ウイルスフリー化は、地元
での増殖体制の検討につなげ
ていく。

・また、イモグサレセンチュウの
土壌診断は、実需者が自立し
て依頼できるような体制の構築
を図る見込みである。

・本事業を活用することで実需
者との接触回数を増やすことが
出来た。今後とも栽培技術情報
や販売関連情報の提供で産地
化に向けて邁進したい。

アスパラガス１００ｔ産地復
活プロジェクト

農林部
齊藤　英
樹

農業振興
普及課

担い手・経
営班

0186-62-
1835

目指せにんにく産地！北
秋田にんにくプロジェクト

農林部
齊藤　英
樹

農業振興
普及課

産地・普及
班

0186-62-
1835

園芸メガ団地等で産地拡大に
取り組んでいるにんにく生産に
おいて課題となっている良質な
種子確保対策とイモグサレセン
チュウの侵入防止対策を講じ、
安定生産を図る。

354,080

①にんにく大館在来種のウイル
スフリー化及びイモグサレセン
チュウの進入防止対策試験の
実施
    （県立大へ委託）
②栽培技術情報の提供等
　提供 6回
　参加者数 延べ122人
③栽培実証ほの設置
　2課題を2農家と協力して実施
④販売関連情報の提供等
　提供 15回
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事業名 部名 部長名 担当課
担当班

名
電話番号 事業目的・必要性

事業費
（円）

事業実施状況 事業実施主体
事　業
対象者

事業決定月日
（部局長会議等）
及び評価確定日

事業効果
（成果・満足度）

自己評価

令和2年4月1日

令和3年5月20日

令和2年4月1日

令和3年5月20日

・建築学生に木製品の製作を
行ってもらったことは、将来的な
木造建築の担い手確保に向け
た良いきっかけなったと思う。

・施設関係者や来訪者からは
「使い勝手が良い」「スギの木目
がきれい」と好評であり、木材
の消費喚起につながったと思
う。

・今後は更に木材利用の促進
につながるようなスキームで実
施したい。

伐採適期を迎えた秋田スギの
消費拡大を図るため、身近な施
設に学生が制作した木製品を
展示し、多くの県民が木に触れ
る機会を提供することで木材消
費の喚起に繋げる。

141,632

学生の参画により、地元産秋田
スギを使用した木製品を制作
し、多くの県民が訪れる農産物
直売所に設置した。
（案内看板受スタンド１基、陳列
棚１基）

県
技術専門校
生、JA、県
民

（専門校生）
①「制作は難しかったが、良い
経験ができた」との意見があっ
た。

（JA秋田たかのす）
②「県内外から多くの人が来る
ので、木材の魅力のＰＲが期待
できる」との意見があった。

県

ＪＡあきた
北花き生
産部会（ダ
リア専門
会）

(1)①ウイルス等勉強会
　専門研究者からの講義によ
り、生産者から予防対策の重要
性を認識して頂いた。

(2)①ダリア需要動向調査
　ダリア自体の販売促進活動の
必要性を認識できた。小売業者
より今後のＰＲ活動への理解を
頂く事ができた。

②ダリア日持ち試験展示
　直売所利用者へＰＲできたほ
か、生産者も鮮度保持対策の
重要性を理解した。令和3年か
らの鮮度保持対策実施に繋げ
ることができた。

③ダリアＰＲ展示（公共施設）
　新聞にも取り上げられ、鑑賞
のための訪問があったなど、Ｐ
Ｒ効果はあった。生産者のモチ
ベーションも向上した。

・ウイルス等の専門家活用によ
り、座学の効果を高めることが
できた。

・調査やＰＲ展示活動を通じて、
生産者と小売業とのつながりを
持たせることができ、同じ業界
人としての意識共有、協働活動
へのモチベーション向上に繋が
り良かった。今後両者連携によ
る自主的な活動が期待される。

・アレンジ展示に想定していた
以上に費用を要したため、今後
同様の取組を行う際には企画
段階で詳細を詰めていくことが
重要である。

使って魅せよう秋田スギ 農林部
齊藤　英
樹

森づくり推
進課

林業振興
班

0186-62-
1445

大館市産ダリアの生産・消
費拡大作戦

農林部
齊藤　英
樹

農業振興
普及課

産地・普及
班

0186-62-
1835

 産地ではダリア種苗の自家増
殖によりウイロイド等感染が多
く、生育不良が散見されてい
る。

秋田犬にちなんだ「ＮＡＭＡＨＡ
ＧＥ　ＭＡＳＡＲＵ」がデビュー
し、大館市産のダリア人気・消
費需要を高めるため絶好の機
会にある。

しかし、主な出荷先が東京市場
等首都圏であり、地元市場や直
売所等への出荷・出品が少な
く、産地拡大を進めるにあたっ
ては、新たな販路先の確保や
地元消費拡大の取組（＝農家
所得の向上）が必要である。

171,320

(1) 生産対策事業
①ウイルス等勉強会（県立大教
授招聘）11月18日開催、参加者
8名。

(2) 消費拡大事業
①ダリア需要動向調査8月24
日、大館市内小売業1社に聞き
取り実施。

②ダリア日持ち試験の展示
　ＪＡあきた北農産物直売所「採
れたて旬彩館」、ＪＡあきた北販
売営農部にて日持ち試験展示
実施。9月24日～、10月21日～
の2回。

 ③「ＮＡＭＡＨＡＧＥ ＭＡＳＡＲ
Ｕ」等によるダリア産地ＰＲ
　大館駅、秋田犬の里、大館能
代空港にてダリアのアレンジ展
示実施。8月7日～、9月25日～
の2回。
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事業名 部名 部長名 担当課
担当班

名
電話番号 事業目的・必要性

事業費
（円）

事業実施状況 事業実施主体
事　業
対象者

事業決定月日
（部局長会議等）
及び評価確定日

事業効果
（成果・満足度）

自己評価

令和2年4月1日

令和3年5月20日

令和2年4月1日

令和3年5月20日

・ＰＲイベントへの参加について
は新型コロナウイルスの感染状
況を踏まえ、適宜判断していく
必要がある。
・首都圏のエージェントへのＰＲ
は、直接訪問ではなく、Zoom等
を活用しオンラインでの実施を
検討していく必要がある。

大館・北秋田地域の観光情報
を発信し、交流人口の拡大を図
る。

40,231

・当初参加を予定していた観光
ＰＲイベントについては、全て中
止、延期となったため参加でき
なかった。
・管内の事業者と連携した旅行
エージェントやメディアへの訪問
についてはZoomを活用しオンラ
インで実施した。
　実施日　令和3年3月16日
　　管内参加事業者　5社
　　エージェント　3社

県
観光客、
首都圏・隣
県在住者

オンラインでのPRを実施したこ
とで、東京や仙台のエージェン
ト３社に管内の情報発信のほ
か、管内参加事業者とエージェ
ントが連絡を取り合うことができ
るようになった。

県 観光客

・鹿角地域振興局と連携し、大
湯環状列石と伊勢堂岱遺跡を
「秋田の縄文遺跡群」として全
県に向けて周知した。伊勢堂岱
遺跡のＨＰの閲覧者数が令和
元年度の209から令和２年度は
7,865へと伸びた。

①ＰＲパネル展示では9月の道
の駅入込客及び展示期間中の
空港搭乗者約25万人に向けて
ＰＲした。
②大館能代空港垂れ幕掲出展
示では、少なくとも空港搭乗者
約1万人に向けてＰＲした。
③オリジナルビニール手提げ袋
を延べ2,000名に配付しＰＲし
た。
配布先
・鹿角地域振興局　1,000枚
・ＪＯＭＯＮフェア　150枚
・縄文館　400枚
・大館能代空港　365枚
・局内使用　85枚（日沿道開通
式、ヤマケイモニターツアー、鷹
巣小学校職場見学で配付）
④ＪＯＭＯＮフェアでは200名の
来場者があり、秋田の縄文遺
跡群の魅力を知ってもらう機会
となった。
⑤ロールアップバナーの掲示で
は、少なくとも道の駅入込客及
び空港搭乗者約33万人に向け
てＰＲした。

・令和3年7月に、「北海道・北東
北の縄文遺跡群」がユネスコ世
界文化遺産に登録される期待
が高まっており、さらに地元の
機運の醸成と県内外への魅力
発信を強化していく必要があ
る。
・北秋田市市民意識調査にお
いて、伊勢堂岱遺跡を「知って
いるが、見学をしたことがない」
又は「知らないかつ見学したこ
とはない」と答えた人の割合が6
割を超えている。地元の機運の
醸成という面では、北秋田市民
への魅力発信が必要である。

近隣県等観光誘客促進事
業

総務企画
部

土門　啓
介

地域企画
課

企画・観光
振興班

0186-62-
1251

世界遺産登録を目指す秋
田の縄文遺跡群のＰＲ事
業

総務企画
部

土門　啓
介

地域企画
課

企画・観光
振興班

0186-62-
1251

令和2年1月、本県の伊勢堂岱
遺跡や大湯環状列石を含む
「北海道・北東北の縄文遺跡
群」がユネスコの世界文化遺産
に推薦された。ユネスコの本登
録に向け、地元の機運を一層
盛り上げるとともに、本県北部
地域を訪れる県内外の観光客
等を対象に、両遺跡を積極的に
PRし、更なる認知度向上を目指
す。

410,695

①ＰＲパネル展示（鹿角地域振
興局と合同）
・道の駅うご    ：9月10日～17日
・道の駅あきた港：9月18日～24
日
・道の駅ふたつい：9月28日～
10月5日
・大館能代空港
  1回目　5月13日～29日
  2回目　8月21日～9月14日
  3回目　1月 8日～18日
②大館能代空港　垂れ幕掲出
展示時期：
4月27日（月）～9月27日（日）
③秋田の縄文遺跡群ＰＲグッズ
の作成
オリジナルポリエチレン製手提
げ袋（大湯と伊勢堂岱の両面デ
ザイン）
計2,000枚
頒布機会：
ＪＯＭＯＮフェア、日沿道開通式
残部を縄文館に寄贈
④秋田のＪＯＭＯＮフェア（鹿角
地域振興局と合同）
開催時期：9月26日（土）
開催場所：ＡＬＶＥきらめき広場
内容：パネル展示、パンフレット
配布、 顔出しパネル展示､出土
品展示等
⑤ロールアップバナーの展示
設置期間：4月～3月
設置場所：大館能代空港、道の
駅たかのす、道の駅かみこあ
に、北秋田地域振興局、コムコ
ム

5



事業名 部名 部長名 担当課
担当班

名
電話番号 事業目的・必要性

事業費
（円）

事業実施状況 事業実施主体
事　業
対象者

事業決定月日
（部局長会議等）
及び評価確定日

事業効果
（成果・満足度）

自己評価

令和2年4月1日

令和3年5月20日

令和2年4月1日

令和3年5月20日

令和2年4月1日

令和3年5月20日

県 観光客

2会場に田んぼアートを描き、誘
客を図った。内陸線の乗客にア
ンケートを行ったところ、90%以
上が田んぼアートを認識してお
り、80%以上が乗車のきっかけ
になると回答した。田んぼアー
トの誘客コンテンツとしての有
効性が確認できた。

地域施策推進事業として実施し
てきたが、将来的には地域の受
け皿（組織）への移行を想定し
ている。

本協議会は、大館能代空港や
秋田内陸線各駅から森吉山観
光エリアまでの二次交通網の
利便性を向上させるため、観光
パスの民間事業者による商品
化を目指して、平成25年度に設
立されたものである。
しかし、インバウンドの需要拡
大や、キャッシュレス推進の影
響を受け、印刷したチケットによ
る対面販売の必要性が薄れて
きたことから、令和2年度から観
光パスの販売を終了した。
観光パスに含まれていたタク
シー、秋田内陸線、阿仁スキー
場ゴンドラについて、オンライン
予約へ移行したため、協議会は
一定の役割を終えたことから解
散となった。

田んぼアートによる景観
づくり事業

総務企画
部

土門　啓
介

地域企画
課

企画・観光
振興班

0186-62-
1251

秋田内陸線の集客力アップを
図るため、田んぼアートを制作
する。

399,827
内陸線沿線の2会場（北秋田市
平里・小渕）に田んぼアートを制
作

森吉山周辺観光に係る二次ア
クセスの利便性の向上及びPR
を行い周辺地域の観光の推進
を図る。

100,000

北秋田市で実施している森吉
山周遊乗合タクシーの乗降場
所への案内板の設置及び車両
用ステッカーの作成

県、森吉山二次
アクセス運営協
議会

観光客

・森吉山周遊乗合タクシーの乗
車場所へ案内標識を設置及び
車両用ステッカー作成により、
観光客の利便性向上を図った。

・令和2年度利用実績は1,571名
(前年比△56.0%)で、最も利用が
多かったのは阿仁合駅～阿仁
スキー場で1,088名(前年比△
63.7%)だった。コロナウイルスの
影響により大きく減少している。

県

登山客、
観光客、
温泉施
設、内陸
線

・モニターツアー募集記事の
ページビューは6,626を記録し
た。Google、Yahoo!などの検索
流入が一番多く、興味のある人
に情報が届いた。

・関係事業者へ冬季観光PR用
に作成したパンフレット1,500部
を配布した。

・内陸線有人駅、温泉施設（9施
設）、北秋田市・仙北市観光協
会へリーフレット900部配付し
た。

・ 鉄道温泉（9施設）及び温泉鉄
道（1施設）へアクリルプレート看
板を配付した。

・秋田縄文号を利用したモニ
ターツアーは定員各15名で計
画したところ、両日とも定員に達
した。

・山と渓谷社とタイアップしたモ
ニターが女性であったこともあ
り、女性目線での当地域の体
験取材内容のダイジェスト版観
光ＰＲ用パンフレットを通して、
幅広い登山愛好家へ冬季の森
吉山の登山情報・周辺地域の
魅力を発信することができた。
引き続き森吉山の認知度を高
めるとともに、周辺観光素材の
PRに努める。

・秋田縄文号を利用したモニ
ターツアー参加者には、アン
ケートに協力してもらうほか、自
身のＳＮＳなどでの情報発信も
お願いし、認知度向上が図られ
た。

「森吉山二次アクセス運営
協議会」事業

総務企画
部

土門　啓
介

地域企画
課

企画・観光
振興班

0186-62-
1251

森吉山を中心とした地域
の観光情報発信事業

総務企画
部

土門　啓
介

地域企画
課

企画・観光
振興班

0186-62-
1251

１　山と渓谷社とタイアップした
当地域の冬季モニターツアーを
実施し、取材内容をダイジェスト
版として観光ＰＲ用のパンフレッ
トを作成し、幅広い登山愛好家
へ冬季の森吉山の登山情報・
周辺地域の魅力発信を行う。

２　秋田内陸線と沿線の温泉施
設（仙北地域振興局管内を含
む）を結び付けて、「鉄道旅と温
泉めぐり」をテーマとした「秋田
県ならではの温泉ストーリー」を
全国に発信・提案して、コロナ
ウィルス感染症の影響で落ち込
みが激しい乗車人員の回復を
めざして観光誘客を図る。加え
て、雪景色を売りの一つとする
秋田内陸線と温泉を主題とする
ことにより、冬期間の誘客素材
とする。

３　令和3年2月に新観光列車
「秋田縄文号」がデビューしたこ
とから、新車両を活用して、世
界文化遺産登録を控えた伊勢
堂岱遺跡や、周辺の観光資源
を組み込んだツアーを実施する
ことで、世界遺産登録の気運醸
成及び遺跡の認知度向上を図
り、コロナ禍で減少した観光客
の回復を目指す。

1,897,451

１冬季モニターツアーの実施
①　モニター募集記事掲載
（令和2年11月25日から12月21
日正午まで）
②　ツアー企画の実施
（令和3年2月5日～8日）
③　ツアー取材記事ダイジェス
ト版パンフレットを5,000部作成

２　内陸線最寄り駅まで徒歩で
行ける、又は送迎サービスを実
施している温泉施設（9施設）を
「鉄道温泉」と、温泉施設への
アクセスとなる内陸線を「温泉
鉄道」として紹介するため、リー
フレット1,000部及びアクリルプ
レート看板10枚を作成

３　秋田縄文号を利用したモニ
ターツアー企画の実施
（2月19日及び23日）
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事業名 部名 部長名 担当課
担当班

名
電話番号 事業目的・必要性

事業費
（円）

事業実施状況 事業実施主体
事　業
対象者

事業決定月日
（部局長会議等）
及び評価確定日

事業効果
（成果・満足度）

自己評価

令和2年4月1日

令和3年5月20日

令和2年4月1日

令和3年5月20日

県
地域住民
（働き盛り
世代）

（事業所の健康教室参加者）
・アンケート結果から、5段階評
価のうち4以上が8割を超え、満
足度は高かった。
・試食については「減塩でも美
味しい。」「この位の塩加減が良
いと思った。」という意見が多く
聞かれた。

（食生活改善推進員の活性化）
・全ての事業実施において、食
生活改善推進員の積極的な参
加を得られた。

（局ホームページ閲覧数）
・868件（令和3年4月20日現在）

・管内市村や食生活改善推進
員が課題としていた「働き盛り
世代の健康づくり」を推進する
場を作ることが出来た。

・減塩に配慮したオリジナルレ
シピを考案するにあたって、食
生活改善推進員の自主性と意
識を高めることができ、活動の
活性化に繋がった。

・より身近な場で健康づくりを意
識し行動変容に繋げるため、
スーパー等における情報発信
が必要。

・本事業により、スタンプポイン
トとなった施設への関心が高ま
り、ＰＲにもつながったと思われ
る。

・例年は、冬の誘客を図るた
め、北鹿地域の小正月行事を
対象としたスタンプラリーを実施
していたが、今年はコロナによ
るイベント中止が相次ぎ、今回
のような事業となった。スタンプ
ラリーの今後の方向性やあり方
を今一度考えていく必要があ
る。

・地域施策推進事業による取組
は、令和2年度で終了となるが、
引き続き、各商工団体とも連携
しながら、地域活性化に向けた
取組を模索していく。

北秋田発・地域で取り組
む健康づくり

鷹巣阿仁
福祉環境
部

相澤　寛
健康・予防
課

健康・予防
班

0186-62-
1166

健康づくりに時間を割く余裕の
ない働き盛り世代を対象に、健
康寿命を延ばすためのより良い
食習慣の普及を、機会をとらえ
地域の人材と連携し行うこと
で、健康長寿・北秋田地域の実
現を目指す。

55,000

・食生活改善推進員と共に事業
所訪問による健康教室を開催。
健康レシピの試食や減塩と生
活習慣病予防資料の配布、体
組成測定等を実施。
（１）開催日：令和2年10月6日、
新東北メタル(株)、参加者84名
（２）開催日：令和2年11月26日
～12月2日、(社福)秋田県民生
協会、参加者613名

・「北秋田発・健康レシピ」（野菜
も摂れる減塩＆簡単レシピ）の
考案と普及。食生活改善推進
員並びに管内市村と共にレシピ
を考案し、調理と撮影を行い地
元紙において発信（北鹿新聞6
回、秋北新聞10回）。局ホーム
ページに掲載。健康サポート薬
局にレシピ設置等。

北鹿地域の道の駅を基点に、
一般市民・観光客に北鹿地域を
周遊してもらい、地域内流動を
進め、冬期間の消費喚起を図
る。

63,281

北鹿地域5商工団体エリアの8
つの道の駅を訪ねた方に対し、
クイズ形式にて各エリアのスタ
ンプの場所を解いてもらい、ス
タンプを集める。

【クイズ設置場所】
エリアＡ（道の駅やたて峠、道の
駅ひない）
エリアＢ（道の駅かづの、道の
駅おおゆ）
エリアＣ（道の駅たかのす、道
の駅大館能代空港）
エリアＤ（道の駅あに、道の駅
かみこあに）

【スタンプ設置場所】
エリアＡ（秋田犬の里）
エリアＢ（大湯ストーンサークル
館）
エリアＣ（北秋田市ふれあいプ
ラザ コムコム）
エリアＤ（阿仁スキー場 リフト券
売り場）

県、５商工団体
（大館商工会議
所、大館北秋商
工会、北秋田市
商工会、かづの
商工会、上小阿
仁村商工会）

観光客

・コロナ禍ではあったものの、計
292名の応募があり、30代・40
代の家族連れを中心にご参加
頂いた。冬の北鹿地域を周遊
し、“家族でのお出かけ”のきっ
かけとなったと思われる。

・応募者数のうち、男性は124
名、女性は168名。年代別でみ
ると、男性・女性ともに60代の割
合が高かった。

・地区別では、北鹿地域の方が
全体の約7割弱、特に大館市で
5割以上を占めている。

・自由意見を書いた方々の約半
数が、「楽しかった」、「またやっ
てほしい」、「施設を知るきっか
けになった」など企画に対する
好意的な意見だった。その反
面、「難しかった」、「ラリーのシ
ステム・場所が分かりにくい」等
の意見もあった。

北鹿地域“冬の巣ごもり解
消”スタンプラリー

総務企画
部

土門　啓
介

地域企画
課

企画観光
振興班

0186-62-
1251
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事業名 部名 部長名 担当課
担当班

名
電話番号 事業目的・必要性

事業費
（円）

事業実施状況 事業実施主体
事　業
対象者

事業決定月日
（部局長会議等）
及び評価確定日

事業効果
（成果・満足度）

自己評価

令和2年4月1日

令和3年5月20日

・令和2年11月に県障害福祉課
が全県の民生委員へひきこもり
に関する調査を実施し、令和3
年4月にその結果が公表され、
県民のひきこもりに関する関心
が高まっているものと思われ
る。
・令和2年度は事業の初年度で
あり、主に関係者との意見交換
による現状把握や情報共有に
重きを置いたが、次年度は地域
におけるひきこもりに対する正
しい知識の啓発していく。
・関係者との連携の強化は継続
して行うこととし、会議や研修
会、ケース対応を通して、地域
の特徴に合った支援体制構築
に取り組んでいく。

当地域においては、ひきこもり
の実態把握や関係機関の連
携、あるいは住民への普及啓
発などの対策が不十分な状況
にあることから、関係機関同士
の情報共有、サポート体制の構
築、住民への普及啓発等を
行っていく。

47,000

（１）管内ひきこもり担当者会議
ひきこもり当事者や家族の支援
体制構築に向けて、各市町の
ひきこもり施策の　情報共有、
必要な支援について意見交換
を行った。
開催日：令和2年8月6日
会場：北部老人福祉総合エリア
出席者：25名　市町村、社会福
祉協議会、ひきこもり居場所設
置者等
内容：各支援機関から取組状況
を報告、意見交換

（２）ひきこもり研修会
管内のひきこもり相談担当者、
支援機関担当者等を対象に、
ひきこもりの理解　や支援方法
等を学ぶ研修会を開催した。

①令和2年度秋田県ひきこもり
相談　支援連絡協議会 （秋田
県ひきこもり相談支援センター
主催）
開催日：令和2年10月7日
会場 北部老人福祉総合エリア
対象者：医療機関、社会福祉協
議会、職親協力事業所、市町
村等
内容　職親制度について情報
提供、協力事業所の活動紹
介、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ

②先進地視察研修
実施日：令和2年11月12日
視察先：藤里町社会福祉協議
会
内容：藤里町社協のひきこもり
相談支援の取り組み、意見交
換

（３）ひきこもり支援リーフレット
の作成
　　管内のひきこもり相談支援
に関する情報を整理し、リーフ
レットを作成。
作成枚数：3,000枚
配布先：ひきこもり相談支援機
関（市町村、社協、民生委員
等）
その他：ＨＰへ掲載

県
ひきこもり
相談支援
機関等

・担当者会議では、大館鹿角北
秋田地域のひきこもり相談支援
に携わる関係者が一堂に会し、
この地域のひきこもり支援の現
状について情報共有でき、広域
で顔の見える関係づくりができ
た。

・ひきこもりの研修では、先進的
な取組を行っている藤里町社会
福祉協議会から実践的な話を
聞き、各地域でそれぞれ社会
資源が違う中で、どのように支
援体制を構築していくかのヒン
トを得る機会になった。

・ひきこもり支援マップについて
は、関係機関から意見をもらい
ながら作成し関係機関や民生
委員への配布した。今後各地
域での活動で使用していくこと
となるため、活用状況を適宜確
認していく。

地域で支える引きこもり支
援体制の構築事業

大館福祉
環境部

相澤　寛
企画福祉
課

調整・障害
者班

0186-52-
3955
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事業名 部名 部長名 担当課
担当班

名
電話番号 事業目的・必要性

事業費
（円）

事業実施状況 事業実施主体
事　業
対象者

事業決定月日
（部局長会議等）
及び評価確定日

事業効果
（成果・満足度）

自己評価

令和2年4月1日

令和3年5月20日

令和2年4月1日

令和3年5月20日

・講習会に参加してもらえれば、
ＨＡＣＣＰ導入はある程度容易
であると思われる。

・令和3年6月の施行日が近づく
に従って、ＨＡＣＣＰの問い合わ
せが多くなってきている。

・令和3年度はＨＡＣＣＰ未導入
の事業者向けに、引き続き講習
会を複数回開催することが必要
である。

平成30年6月に食品衛生法の
一部が改正され、国際標準的
な衛生管理手法として認識され
ているＨＡＣＣＰに沿った衛生管
理が令和3年6月から3年後施行
されることから、地域の食品製
造事業者等が円滑にＨＡＣＣＰ
を導入できるよう講習会等を開
催する。

95,870

（１）食品衛生講習会を5回行
い、107名の参加者があった。

（２）ＨＡＣＣＰに関して、保健所
職員が営業施設の監視した際
又は相談の来所があった際に
テキストを用いて200名程度に
説明した。

県
食品製造
事業者等

・講習会の参加者については、
ＤＶＤを視聴したり、実際にテキ
ストに記入するなどしてＨＡＣＣ
Ｐへの理解を深めてもらった。

・窓口相談者にはさらに理解を
深めるため、改めて次回の講
習会に参加するよう助言した。

県
関係機関
職員、自
治会

・災害発生に備えた対応につい
ての情報交換を行ったところ、
13団体、17名の出席があり、災
害対策組織の素早い立ち上げ
と情報収集力の向上に寄与す
ることができた。

・鳥インフルエンザ対応訓練に
ついては、机上訓練26名、実地
訓練38名延べ64名が参加し、
有事の際の対応について学ぶ
ことができた。

・関係団体の情報を共有するこ
とで、ネットワーク化を図ること
ができ、更には直接会うことに
より、顔の見える関係を構築す
ることができた。

大館地域HACCP導入推
進事業

大館福祉
環境部

相澤　寛
環境指導
課

環境・食品
衛生班

0186-52-
3953

地域防災力強化事業
総務企画
部

土門　啓
介

地域企画
課

企画・観光
振興班

0186-62-
1251

平常時及び災害時における防
災関係機関・ボランティア団体
の連携を強化するため、ネット
ワーク会議を開催する。
また、自主防災組織活動の活
性化と防災意識の高揚を目的
としてリーダー研修を実施す
る。

75,120

(1)北秋田地域防災担当課長連
絡会議の開催
　令和2年4月22日（書面）
(2)防災機関ボランティア等ネッ
トワーク会議
　令和2年7月17日
(3)鳥インフルエンザ対応訓練
　令和2年10月21日
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